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東日本大震災発生にともない，多数の自治体が，災害時の相互支援協定にもとづき備

蓄してあった自自治体の物資を協定先自治体に供給した． 

支援協定は，全国知事会の協定・大都市（政令指定都市）間の協定・全中核都市間の

協定，また自治体単独の相互の協定まで様々である． 

支援した自治体のホームページ記載の情報と一部自治体へのインタビュー情報をも

とに，震災発生後の 1週間の間に，どのような物資を，どこへ送ったか，またその判断

基準は何であったかなどを整理した． 

支援協定に基づき行った物資の支援が，本当に有効であったのか，もし問題があった

とすれば，今後の大災害に備え，どのような改善が必要かを検討した．  
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